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第 2 章では，曇天空の輝度分布に関する測定結果，ならび、に既往の資料により CIE の標準輝度分布
の妥当性を確認し，これによる直接照度算出の基礎式を求め，これを鉛直な台形光源に適用している。
第 3 章では，前章で得た結果をもとに鉛直ならびに水平な長方形，直角三角形光源による直接昼光
率の計算式を導き，これにより有用な計算図表を作成している。
第 4 章は，水平および鉛直な円形光源による直接昼光率の計算法と計算結果について述べたもので
ある。
第 5 章は，任意の形状を有する光源による直接昼光率の算定を図式解法によって行った結果に関す
るものである。その方法としては，均一輝度天空の場合におけるワルドラム図，立体角投射図に天空
の高度による輝度分布の重みを付加することにより，有用な実用計算図表を作成している。
第 6 章は，前章までで得られた曇天時の直接昼光率を測光量として評価するため，曇天空の輝度の
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実態に関して測定した結果について述べたものである。断続的に得られた天頂輝度の資料を統計的に
処理して，曇天空の天項輝度を太陽高度の関数として表わすとともに，年間にわける天項輝度の累積
頻度分布曲線を求め，昼光照明設計に基礎的資料を提供している。
第 7章では，本研究を総括するとともに，昼光照明設計に関して残されている問題点を指摘し，今
後の研究の方向に考察を加えている。
論文の審査結果の要旨
本論文は曇天空時における室内作業面上の昼光率ならびに照度に関する研究結果をまとめたもので，
その主要な成果は次の通りである。
まず，曇天空の輝度分布の精密な測定結果，ならびに多くの既往の資料により， CIE (国際照明委
員会)で設定された曇天空の輝度分布の妥当性を確認した上，これによる室内の直接畳光率を算定す
るための基礎式を提示している。
ついで，これを長方形，直角三角形など種々な形状の光源に適用し，これらの光源による昼光率の
算定に実用上有用な多くの図表を作成するとともに 任意の複雑な形状を有する光源に対する昼光率
の算定を可能とする図式解法を提示することにより 曇天空時の室内の昼光率の算定法に統一的な解
決を与えている。
さらに，昼光率を測光量として把握するため，曇天空の輝度の実態に関する多くの測定結果から，
これの年間にわたる累積出現率分布を得ている。
以上の研究成果は 昼光照明計算の精度を向上させるとともに 昼光を測光量として評価すること
を可能にしたものであり，室内視環境の改善，ならびに昼光利用による照明用電力の節減技術に基礎
的資料を提供するものであって 照明工学の進展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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